
学びの保障 命の保障

YES
市内全域

で行動制限？
14

YES
市内全域で感染
が蔓延している

持続的に
教育を受ける権利を
保障するために

NO
市内全小中学校

臨時休業
13

YES
市内全小学校

臨時休業
12

NO
市内全小学校で

感染が
蔓延している

YES

NO
市内全小学校で

感染が
拡大している

YES
各小学校で
陽性児童が
複数名いる

NO
市内全小学校

一律措置
11

　　 体育の授業

YES 臨時休業 全校 10

NO
特定の学校の

全学年で感染が
拡大している

YES 学年閉鎖 該当の
学年

該当
しない

学年
9

該当の
学級

NO
特定の学年の

全学級で感染が
拡大している

YES
学級閉鎖・
出席停止

該当
しない

学級
8

NO
特定の学級で

感染が
拡大している

YES
教育活動の
一部禁止の
範囲を拡大

又は
オミクロン株の
急速拡大に伴う
緊急対応期間級

7

NO
特定の学級で

感染が
拡大しつつある

YES
教育活動の
制限を強化

都感染レベル４
緊急事態宣言級

6

療養中の学習
又は

学校や自宅から
先生が授業 NO

特定の学級で
感染の不安や
兆候がある

YES
教育活動を
制限する

都感染レベル３
 まん延防止等

重点措置級
5

NO
地域での
感染が

拡大しつつある

R4.1月末
富士見丘小

の状況
YES

都感染レベル２
 リバウンド

防止措置期間級
4

NO
地域での

感染拡大の
兆候がある

YES
基本的な

感染症防止対策
を継続する

都感染レベル１
基本的対策
徹底期間級

3

NO
(例)

おおむね
通常の教育活動

感染休止期 2

NO
教育活動の制限

を廃止する
感染休息 1

臨時休業期間

分散登校・
登校日の設定

子供の居場所
給食提供機能

兄弟で学習

家庭科の授業

オンライン授業の
有効な手立てを
工夫・改善

主体的・対話的で、
深い学びができる

学校に向けて
全力投球

B
・
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

D
・
ダ
メ
ー

ジ
リ
カ
バ
リ
ー

C
・
ダ
メ
ー
ジ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

レ
ベ
ル

フ

ェ
ー
ズ

Ｅ
・
ク
ラ
イ
シ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

感染症防止対策
を継続する
必要がある

子供たちの「かけがえのない命」「健やかな心と体」「豊かな学び」を保障するのための【オンライン授業】実施フローチャート（試作）案

市内統一の
オンライン授業
配信番組等の

製作など

全校が
教育資源を共有

することで
教育の質を
保障する

（自宅学習）
（給食なし）

学校保健安全法
19･20条適用

レベル

学校保健安全法
20条適用

レベル

新型
インフルエンザ等
対策特別措置法

・
学校教育法

施行規則63条
適用レベル

昭
島
市
立
全
小
中
学
校
で

感
染
が
蔓
延
し
て
い
る

各学校/各学年
に応じて

適時
(数日／週)

(数時間／日)
オンライン授業

を可とする

（自宅学習）
（給食有・無）

臨時休業期間
オンライン授業

出席停止中
オンライン参加

オンライン
授業を基本
としつつ

三密を避けた
分散登校日
分散授業日

を設けるなど

健康観察
学びの保障と
心身の健康の
維持に努める

全日
オンライン

授業を実施し

健康観察
学びの保障と
心身の健康の
維持に努める

　　　【タブレット端末によるオンライン授業の活用】

１　オンライン授業で期待できる効果
　① 学級閉鎖や出席停止等、児童が登校できない場合の学びの保障。
　② 学校と児童との連絡、相談等、心のつながりを担保する手立て。
　③ 児童と教員が在宅することで、通学・通勤、校内での感染を防止。
　④ 校内で活動できない歌唱、管楽器、調理実習などに有効である。

２　解決すべき課題
　① 豊かな学び・健やかな育成等、教育の保障・機会均等の保障のために
　　 対面による教育活動を維持、継続することが大前提である。
　② 各学校の状況に応じて、適時、適切に実施する体制を整備する。
       目的・内容に応じて、実施学年・教科・方法など柔軟に編成する。
　③ 特に小学校においては、給食（昼食の確保）、在宅時の安全・防犯、
　　 学童、保護者の休業、ネット環境・操作の支援などが不可欠。
　④ ご家庭の支援が必須となるため、常に保護者のニーズを把握する。
　　 兄弟への対応が異ならないような配慮も必要。 令和４年２月１日　昭島市立富士見丘小学校（昭島市研究奨励校）

(例)

歌唱･演奏
調理実習などを

禁止する
↓

制限する
↓

可とする

市内全小学校
において

適時
(数日／週)
(時間／日)

オンライン授業
を実施する

（自宅学習）
（給食有・無）

(例)

対面授業を
基本とし

校内における
計画的な

教育課程を
維持する

各学年の
状況に応じて

毎週１回
１時間程度の

オンライン授業
を可とする
（給食有）

段階的に
教育活動の

制限を緩和する

全学年で
継続的に

オンライン授業
を試行する
（給食有）

　　　【感染症対策の基本方針】

〇　学校における学びや友達とのかかわり、居場所
　としての役割を保障するため、学校と家庭が連携
　して、可能なかぎり感染症対策を徹底しながら、
　教育活動の維持・継続に取り組むこと。

〇　変異株の急激な感染リスクの高まりに今まで以
　上の危機感をもち、感染症対策の徹底を継続し、
　集団から新たな濃厚接触者を出すことを最大限防
　止しながら、教育活動の充実に努める。

〇　児童の心身の状況の把握と心のケアに努め、感
　染不安や感染予防をはじめ登校できない児童には
　オンライン等を活用した個別の対応を行う。

〇　誰一人取り残すことなく、児童に寄り添い、安
　全・安心に配慮した教育環境を整える。

オンライン授業の要件

・適切な指導計画の位置付け

・適切な学習状況の把握

・同時双方向型のオンライン

・課題の配信、提出

・質疑応答、意見交換 など

感染症対策の優先順位

「かけがえのない命」

「健やかな心と体]

「豊かな学び」


